
 

§17−＃3  3 枚の平⾏板コンデンサー 
真空中に⾯積 S〔m2〕で厚みの無視

できる正⽅形⾦属板 1，2，3 を，⾦
属板 1，2 間の間隔が z〔m〕，⾦属板
1，3 間の間隔が d〔m〕となるよう，
図のように平⾏に配置する．ただし，
z < d とする．⾦属板の 1 辺の⻑さは
極板間隔 d に⽐べ⼗分⻑く，⾦属板
は平⾏板コンデンサーの極板としては
たらくものとする．さらに，⾦属板
1，2，3 と抵抗値 R〔Ω〕の抵抗器， 
起電⼒ V〔V〕の直流電源，スイッチ S1，S2を使って図のように回路を組
む．最初，スイッチ S1，S2は開かれており，⾦属板は帯電していないもの
として次の問いに答えよ．ただし，真空の誘電率をε0〔F/m〕とする．ま
ず，スイッチ S1を接点 A に接続し，⼗分時間が経過した． 
(1) 抵抗の両端間の電圧の⼤きさを求めよ． 

次に，スイッチ S1を開いたのち，⾦属板 1，2 の電荷を取り除いた．その
後，スイッチ S1を接点 B に接続し，⼗分時間が経過した． 
(2) ⾦属板 1 に帯電した電気量を d，S，V，z，ε0のうち必要なものを⽤

いて表せ． 

次に，スイッチ S1を開き，スイッチ S2を閉じた後，スイッチ S1を接点 A
に接続し，⼗分時間が経過した． 
(3) ⾦属板 1，3 に帯電した電気量 q1〔C〕，q3〔C〕をそれぞれ d，S，V，

z，ε0のうち必要なものを⽤いて表せ． 

その後，スイッチ S1を開いたのち，スイッチ S2を開き，スイッチ S1を接
点 B へ接続し，⼗分時間が経過した． 
(4) ⾦属板 1 に帯電した電気量 Q1〔C〕を d，S，V，z，ε0を⽤いて表

せ． 
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